
富

士
川
通
舩

の
出

る
あ
た

り
に
往
つ

て
見
た
が
、
繪

に
な
る

や
う
な
場
處

は
無

い
。

十
五
日

は
曇

つ
て
ゐ
た

、
七
時
半

に
馬

車

へ
乗

り
、

甲
府

へ
向

ふ
。
白

峯

は
チ

ラ
チ
ラ

頭

を
出
す
、
乗
合

の
人

は
、
甲
府

の
近
處

か
ら
越
中

の
立

山

か
見
え

る
と

い
ふ
。

甲
府

を
十

一
時
發

の
汽
車

で
東

に
向

ふ
、
雲
が
深
く
な

つ
た

の
で
白
峯

は

見

え
な

い
。
沿

道

の
紅
葉

は
少
し
盛

り
を
過
ぎ

た

の
か
、
色
が
悪

い
。

汽

車

の
窓

か
ら
外

の
景

色

を
見

る
と
、

ど
ん
な
處
で

も
よ
く
纏

ま

つ
て
見

え
る
。

窓

一
つ
一
つ

が
立

派

な
繪

に
な
る
、
す

る
と
、
甲
府

か
ら
東

京
迄
、

何
萬
枚

の
繪
で

も
出
來

さ
う

な
も

の
だ
が
、

さ

て
汽
車

か
ら
下

り
て
見

る

と
、
繪

に
す
る
處
は

存
外

少
な

い
、
何
故

で
あ
ら

う
か
。

車
窓

か
ら
見

て
、
何
處

で

も
面

白

く
感
ず

る

の
に

は
、
種

々
な
原
因
が

あ

る
、
一
つ
一
つ
繪

に
見

え

る
の
に
は

條
件

が
あ

る
。
仕
切

り

の
あ

る
と

い

ふ
こ
と
、
速
く
走

る
こ
と

、
遠
く
を

見

る
事
で

、
汽

車

が
停

ま

つ
て
ゐ
て

は
あ
ま

り
よ
く
見
え

な

い
、
仕
切

の
あ

る
の
は
、

見
取
枠

か
ら
見

た
や
う

に
、
圖

の
散
漫

を
防

ぐ
。
速

に
走

る
た

め

に
、

い
つ
も
主
要

も

の
ば

か
り

目
に
入

つ
て
、
細

か

い
ウ

ル
サ

イ
物

は
、
見

る
間

も
な
く
過
ぎ
去

つ
て
仕

ま

ふ
。
距
離

が
遠

い
た

め

に
、
深

味
、

即
ち
奥

行
が
充

分
で
、
自

已

の
位

置

が
高

い
爲
め

に
、
廣

い
場

所
が
見
え
、

そ
れ
が
車

の
速
力

で
、
よ
く
纒

ま

つ
て
見
え

る
か
ら
で
あ
ら
う
。

こ
ん
な
事

を
考

へ
て
ゐ
る
う

ち
、

い
つ

か
汽

車

は
新
宿

に
着

い
た
。
 
（
完

）
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
關
西
美
術
會
展
覧
會
を
觀
る
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

大

下

藤

次

郎

關

西
美
術
會

は
こ

の
秋

第
九
回

展
覽

會

を
京

都
岡
崎

の
美
術
館

跡
で
開
か

れ
た
、
私

は
丁
度

小
豆
島

に
寫

生
旅

行

に
ゆ
く
途
次
、
鹿

子
木
寺
松

諸
兄

の
御
案
内

を
う
け

て

一
覽
し
た
。

會
場

は
東
京

の
竹

廼
臺

陳
列
舘

に
は
劣

る
が
、
光
線

の
工
合
も
佳
良
で
、

陳

列
場

と
し
て
悪

く

は
無

い
。
繪
畫

の
出
品

二
百
四
十
五
點

の
う
ち
水
彩

畫
は
九
十

六
點

あ
っ
て
中

々
盛

む
で
あ

る
。

僅

々
三
四

十
分
間

の
瞥

見

に
過
ぎ
ぬ

か
ら
批
評

は
出
來

ぬ
が
、
其
際
感

じ

た

こ
と
を
少

し
く
陳
べ

て
見

や
う
。

由
來
關

西

に
於

て
、
殊

に
京
都

に
於

て

は
、

故
淺
井
先

生

の
瀟
洒

に
し
て
、

淡
白
な

る
畫

風

の
感

化
と
、
日

本
畫

の
影
響

と

に
よ

り
、

關

西

の
水
彩
畫

と

い
ふ
と
色

の
貧

し

い
調
子

の
弱

い
も
の
ば

か
り
で
あ

つ
た
、
然

る
に
東

京
博
覽

會

、
次

て
は
文

部
省
美
術
展
覽

會

の
開
催

に
よ

つ
て
、
關

西

の
人

の
畫

に
對
す

る
考

は
變

っ
て
來

た
、
枯
淡
貧

弱
な
も

の
で

は
展
覧
會
場

に

他

か
ら
蹴
落
さ
れ

る
、
次

に
は
鹿
子
木
氏

の
力
強

い
畫

風
は
大

に
刺
戟
を

與

へ
た

た
め
、
漸
次
輕

い
調

子
が
漸

く
重

く
な

つ
て
來

た
、
筆
先

の
技

巧

よ
り

脱

し
て

一
歩
進

ん

て
自

然

に
對

し
眞
面

目
な
研
究
的
態
度

が
現
は
れ

て
來

た
、
今
度

の
展
覽

會

に
は
其
徴
候

を
充
分

認
む

る
こ
と
が
出
來

る
、

私

は
關

西
書

界

の
前

途
に
多
大

の
望
を
囑

し

つ
ゝ
會

場
を
出
で

た
。

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
十

一
月

四
日
）


